移ろい by 喜多,登
巻頭言
移　ろ　い
喜　多 登
　昭和から，平成へ，そして21世紀へと世の中の移行は，世界的な潮流の
変化期の中での移行ではなかろうか。
　変化の潮流の中に揉まれていると，その変化それ自体の大きさとか強さ
とか，いま何処に向かおうとしているのかがなかなか掴めない。時代の移
ろいと言うものは，その中にいる人達に取っては案外このようなものであ
るのかも知れない。そしてある時期が過ぎて，その重みを主張した人の言
を省みて，ああそうであったのかと実感し，時には反すうするのである。
　少し昔を振り返ってみよう。資本主義の移行期という時代にNeither
feudal　nor　yet　capitalismと言う混沌とした社会の流れの中から，人は多
様な生き様を求め，その中から自分に取って都合の良い新しい論理を見い
出して，その流れに身を任せていたのではなかろうか。そして，この時代
の社会の主流となった論理がここから形成されることになったのではなか
ろうか。この時この時代の支配的となった論理は，論理と実態のからみの
中で得た望ましい成果の累積的因果間関係を取り込んで，さらに増幅され
て行ったのではなかろうか。これがやがて後に続く時代の潮流を形成した
ように思える。
　ここには一っの社会的な慣性が生まれている。この慣性に身を任せる
と，体制に順であれば摩擦が少なく，逆らうと何処かここかで摩擦熱を引
き起こしてしまう。また主流とならなかったり，潮流の影に余儀なく逼塞
した論理は，それにも拘らず社会の底流の中で静かに生き残り，次の出番
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のために体を整えている。
　だが，主流となった論理も時が立てば当初立てた論理構造は，何時しか
利害関係の内部的対立から全体を制するような力を持っことが出来なく
なったり，対立と低迷の時代が出現したりして来ている。ここに出番を
待っていた論理が勢いを増すのか，あるいはこれまでに全く見られなかっ
た論理が生まれ出るかで，主流の論理に取って変わる事になる。時には主
流の論理自体が自ら変化を企てて新しい体制を整えようとする。どうやら
人の世のよって立っ社会は，このような論理の転換をある期間をおきなが
ら常に行っているかの様である。
　昨年表面に突然姿を現して世界の耳目を集めた共産圏の出来事は，正に
主流論理の社会全体を支配する力を持つ事が出来なくなった象徴的な出来
事である。抑圧されていた論理が社会のあちこちから芽を吹き出し，論理
と論理のぶっかり合いの中から，主流の論理との対決を迫って来ている
し，これからも迫って行くことになろう。今はその過渡期の発端に立って
いる時期の様に思える。その流れの中にいる人達は，求めようとしている
論理の定立に，生みの苦しみを味はされている事になる。
　一方，資本主義国間での主論理もこれまでの何回かの自らによる脱皮と
変形を繰り返した調整も，対立して来た集産主義の論理の崩壊ないしは後
退の前で，さらに大きな調整を余儀なくされる時期に差し掛かったように
思える。自由な市場諸力の活動を前提とした市場指向型経済も，国際的経
済協調の前に相次ぐ調整を重ねてきて，そのたあに論理自体の整合性に歪
を作り出している。あるいは国内体制の中に取り込んで来た諸制度も，社
会の諸欲求との兼ね合い調整で，ここにも多くの歪を作り出してきてい
る。ここでもまた新しい論理の出現ないしはかつての論理の見直しが求め
られてきている。
　今はこうした論理同士のぶっかり合いの時期にあり，次の社会的な主論
理を求めての移ろいの時期に立っていると言える。
　昔の人は移ろいを花鳥風月に託して，諦観に似た自分の人生を織り込ん
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だ歌や書を世に残した。後世の我々はまことに味あうべき人生訓がそこか
ら読み取ることが出来る。しかし現代は自らが主役として動くことを保証
する社会体制である。
　移ろいを受動的ではなく自らを主役として主導的に動こうとする多数の
人達が存在する世の中である。利に聡いインタレスト・グループスがあ
り，それぞれの抗争対立が常である。各集団の理論武装も対立抗争の度毎
に高められて，お互いに抜き差しならない状況に陥ってしまう危険性を
持っている。しかもこれが度々起きる可能性が高いのである。
　衣食足って礼節起こると言うが，現代は衣食足ってさらに抗争が高まる
という方向に動きっつあるように思える。そこにはこれまでの主流となっ
た論理ばかりでなく，底流としてきた論理とも多くの場面で抵触する事態
が生ずるように思える。
　こうなると，かつて論じられたことのある全体と個，個と全体との関係
に関する哲学的命題が，再び新しい主論理を構築するために避けては通れ
ないことになるのかもしれない。
　現代の移ろいの時期は，一見安定的であるように見える國においても，
大きな変革が内外で起こりつつあるため，社会の主流を占あている論理事
態が動きっっあるように思える。ましてや変革が大きく展開しつつある國
においてのこの移ろいは，底流の中で力を得た論理とこれまでの主論理と
の対立抗争を乗り越えなければならないので，いくっかの重大なる社会的
な局面を迎えると言う危険性を持つことになろう。
　この波乱含みの移ろいには，しず心なく花の散るらん　では済まされな
いような気がする。まして今年は午年，午の本義は陰陽互いに相交錯する
事を言うので，今年はこれまでの支配的であった潮流に，さらに加速した
変化が起きる年であるかも知れない。
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